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vol.84広域だより 　渋川地区広域市町村圏振興整備組合では、平成２９年度職員採用試験を次のとおり予定しています。

　なお、受験資格、試験日程、試験方法などの詳細につきましては、７月以降に組合ホームページ
（http://www.sknet.or.jp/）及び各市町村広報紙で、お知らせします。

　渋川広域圏の各市町村では、消防団への入団者を
募集しています。 
　消防団は、自分の職業や学業を持ちながら、平常時
には地域の防火・防災の担い手として、また、災害発生
時には、消火・警戒などの消防活動を行い、地域の防災
リーダーとしての役割を担っています。平成２９年４月１
日現在、８６８名が消防団員として活躍しています。

　渋川広域管内の火災発生状況を知りたいときは、火
災テレフォンサービス☎0180-99-2226へおかけ
ください。

　渋川広域消防本部では、心肺蘇生、自動体外式除細
動器（ＡＥＤ）の使用方法などを学ぶ救命講習会を次の
とおり開催します。受講される方は、当日動きやすい服
装でお越しください。

INFORMATION

　　　
発行：渋川地区広域市町村圏振興整備組合　総務課

〒377-0007　渋川市石原 1434‒1（☎0279-60-5200) 【再生紙を使用しています】

平成29年度 渋川地区広域市町村圏振興整備組合
 職員採用試験のお知らせ

地域の皆さんの力が必要です

火災テレフォンサービスについて

普通救命講習会を開催

◆職種
◆募集人員

◆申込期間(予定)
◆試験日程(予定）

◆採用時期

一般行政職及び消防職
一般行政職（技術職を含む）　若干人
消防職（救急救命士有資格者を含む） ５人程度
平成29年８月上旬から
第１次試験　平成29年９月中旬
第２次試験　平成29年10月中旬
平成30年４月１日

●問い合わせ先
　渋川地区広域市町村圏振興整備組合
　事務局　　総務課　☎６０－５２００(直通)
　消防本部　総務課　☎２５－４１９１(直通)
※各市町村広報紙への掲載予定は
　渋川市　７月１５日号(７月15日発行）
　吉岡町　７月号(７月１日発行)　
　榛東村　７月号(７月15日発行）

：平成29年9月9日（土）
  午前９時～12時
：渋川広域消防本部　２階会議室
  （渋川市渋川１８１５―５１）
：無料
：30名 ※定員に達し次第、締め切りとなります。
：渋川広域圏内在住、在勤、在学の方
：平成29年８月1日（火）～25日（金）
  （午前９時～午後５時）

●

●

●
●
●
●

実 施 日

場 所

受 講 料
定 員
対 象 者
申込期間

●申込み・問い合わせ先
　渋川広域消防本部　警防課　
　☎２５ー４１９２（直通）

救助工作車ってなに？
　５月９日、渋川北小学校４年生67名が社会科見学の一環とし
て消防署を訪れました。児童たちは身近で見る救助工作車に
興味津々で、職員の説明を熱心に聞いたあと質問をしたり、実
際に資機材に触れたりしました。
　なお、救助工作車の関連記事はP.4に掲載しています。

目次（主な内容）
・清掃センターからのお願い・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・2
・消防本部からのお知らせ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・４
・組合の財政事情・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・６
・プール開場について・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・７
・インフォメーション・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・８

～消防団員募集中～

　広域圏内に居住、勤務又は在学している１８歳以上
の人ならば、男性でも女性でも入団できます。

◯入団資格

渋川市消防団
渋川市役所　防災安全課　122-2130

吉岡町消防団
吉岡町役場　町民生活課生活環境室  154-3111 

榛東村消防団
榛東村役場　総務課  154-2211 

◯入団を希望される方の問い合わせ先
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ペットボトルの
ラベルはがしに
ご協力ください！

ラベルはがしに関するQ&A 清掃センターからのお願い

回収されたペットボトルは様々な工程を経て再生されております。
リサイクルされたペットボトルは身近な製品に形を変えて役立っています。

ペットボトルのリサイクルにご協力ください！

　ペットボトルの出し方は、今までキャップを
外して水で洗い、リサイクルごみとして出して
くださいとお願いしてきましたが、平成30年４
月１日からキャップを外して水で洗い、「ラベ
ルをはがして」リサイクルごみとして出すよう
変更します。
　リサイクルのさらなる推進のため、ペットボ
トルのラベルはがしにご協力をお願いします。

vol.84広域だより

A-1A-1 A-2A-2

A-3A-3 A-4A-4

リサイクルしやすくするためです。ラベル同様キャップも外
してください。ペットボトルは単一の素材で構成されてお
り、リサイクルの優等生です。ペットボトルの再生には異物
混入しないことが重要です。

はがしにくい場合は無理にはが
さなくても良いです。分別はペ
ットボトルで構いません。

いつからラベルをはがすの？ Q-1Q-1
現在ラベルはがしの周知期間であり、開始は平成３０年度になり
ます。開始前にラベルはがしの習慣を身につけましょう。AA

ラベルはがしが追加に！ 従　来

なぜ、ペットボトルのラベルをはがすの？Q-2Q-2
AA

容易に分離可能なラベルってどんなラベル？ Q-3Q-3

PET

ボトル
ふた

ラベル

ペットボトル プラスチック製容器包装

はがしにくいラベルは
どうすればいいの？Q-4Q-4

AA

はがしにくい
ラベルは
無理に
はがさなくても
良い

ミシン目入りのラベル
（シュリンクラベル）

ラベルの
ミシン目から
手前に
引きはがせます

ボトルを少しつぶすと
引き抜きやすい

ラベルの端や
糊のないところから
はがして取る

はがし口から
簡単に
はがせる

ミシン目入り

最後に

絶対に
混ぜないで

ください！
❸ 汚れたペットボトル

PETボトル
以外の
容器類
●トレー・卵パックなど
●洗剤などに使用
　されていたもの
●PET以外の
　プラスチックボトル
●食用油などに
　使用されていたもの

PETボトルに異物を
入れたもの

●たばこなど異物が入っているもの
●薬品入れなどに使用したもの
●工作などに使用したもの

問い合わせ先　清掃センター　☎２３－０４６０

このマークが付いたもの
に限ります。

ペットボトルを圧縮梱包し
たもの。ベールにはＡ～Ｄ
区分のランクがあります。

ベールとは（写真右）

（注）「引き取り品質ガイドライン」
　市町村及び一部事務組合が公益社団法人日本容器包装リサイクル協会へペットボトルのベールを引き渡す際
の目安です。

❶ ペットボトル以外の容器類
　　　以外のプラスチックボトル

❷ ペットボトルに異物を
 入れたものや加工したもの

伸び縮みするラベル
（ストレッチラベル）

伸縮性がある

はがし口のあるラベル
（ロールラベル）

はがしにくいラベル

シール

はがし口付き

ラベルを
くるっと回して
上から引き抜く

全面糊づけしてある
大きなラベル

ミシン目がない

Ⓒ（株）ＭＤ

３ ２
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装備品積載の一例

●火災 44件（前年比16件減）　●救急 ５，２６９件（前年比７２件減）
平成28年中（1月～12月）の火災及び救急件数

消防本部から     のお知らせ
　
平
成
28
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川
広
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ま
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。
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工
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や
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、
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、
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に
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を
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さ
れ
て
い
ま
す
。

相
馬
原
飛
行
場
周
辺
消
防
施
設
設
置
助
成
事
業
を
活
用
し

救
助
工
作
車
を
更
新
し
ま
し
た

　
熱
中
症
の
発
症
が
増
加
す
る
シ
ー

ズ
ン
が
到
来
し
ま
し
た
。
昨
年
度
、

渋
川
広
域
管
内
の
熱
中
症
に
よ
る
救

急
搬
送
者
は
49
人
で
し
た
。
そ
の
う

ち
41
人
が
７
月
、
８
月
に
搬
送
さ
れ

て
い
ま
す
。
熱
中
症
は
気
温
が
高
い

な
ど
の
環
境
下
で
体
温
調
節
の
機
能

が
う
ま
く
働
か
ず
体
内
に
熱
が
こ
も

っ
て
し
ま
う
こ
と
で
起
こ
り
ま
す
。

特
に
子
ど
も
と
高
齢
者
は
熱
中
症
に

な
り
や
す
く
重
症
化
す
る
と
命
に
か

か
わ
る
危
険
な
状
態
で
す
。

　
熱
中
症
の
正
し
い
予
防
方
法
を
お

知
ら
せ
し
ま
す
。

熱
中
症
を
予
防
し
て

　楽
し
い
夏
を
過
ご
し
ま
し
ょ
う

消防職員意見発表会
関東大会に出場

　渋川広域消防署管内に設置され
ている防火水槽・消火栓の調査
を、毎年６月上旬から実施してい
ます。消火栓の調査実施時、バル
ブを開放する事があり住宅の水道
水に濁りが生じる場合があります
が少しの間、水を出し続けること
により濁りは解消されますのでご
理解とご協力をお願いします。
●問い合わせ先
　渋川広域消防本部　警防課
　☎２５―４１９２

水利調査の協力について

　
３
月
２
日
、
宮
田
ほ
た
る
の
里
を

守
る
会
　
ミ
ス
ホ
タ
ル
諸
田
春
風
さ

ん
が
渋
川
広
域
消
防
本
部
の
一
日
消

防
長
を
務
め
ま
し
た
。

　
一
日
消
防
長
の
諸
田
さ
ん
は
、
消

防
本
部
か
ら
敷
島
温
泉
ユ
ー
ト
ピ
ア

赤
城
ま
で
、
消
防
車
両
か
ら
「
火
の

用
心
」
を
呼
び
か
け
な
が
ら
防
火
パ

レ
ー
ド
を
実
施
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
同
駐
車
場
に
お
い
て
防
火

啓
発
用
品
を
配
布
し
、
こ
こ
で
も
火

災
予
防
の
重
要
性
を
呼
び
か
け
ま
し

た
。
引
き
続
き
行
わ
れ
た
火
災
想
定

訓
練
で
は
、
一
日
消
防
長
の
「
放
水

始
め
。
」
の
か
け
声
で
一
斉
に
放
水

を
開
始
し
ま
し
た
。

  

一
日
消
防
長
行
事
は
、
毎
年
３
月

と
11
月
の
火
災
予
防
運
動
期
間
中
に

実
施
し
て
い
る
も
の
で
、
地
域
住
民

の
火
災
予
防
の
意
識
を
高
め
、
併
せ

て
消
防
職
員
の
士
気
高
揚
を
図
る
こ

と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

ミ
ス
ホ
タ
ル
が
一
日
消
防
長
に

　「
最
近
、消
防
車
の
サ
イ
レ
ン
が
よ
く
聞
こ
え
る

け
ど
火
事
が
多
く
発
生
し
て
い
る
の
か
な
？
」と
思

わ
れ
る
方
が
多
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。実

は
、消
防
車
は
火
事
だ
け
で
は
な
く
、救
急
活
動
現

場
に
も
出
動
し
て
い
る
か
ら
で
す
。例
え
ば
救
急

現
場
に一番
近
い
消
防
署
の
救
急
車
が
出
動
し
て

い
た
場
合
、隣
接
す
る
消
防
署
の
救
急
車
が
到
着

す
る
ま
で
の
間
に
消
防
隊（
消
防
隊
員
も
救
急
隊

員
の
資
格
を
有
し
て
い
ま
す
）が
先
に
到
着
し
て
心

肺
蘇
生
処
置
な
ど
を
行
い
、救
命
率
及
び
住
民
サ

ー
ビ
ス
の
向
上
を
図
っ
て
い
ま
す
。

Ｐ
Ａ
連
携（
消
防
車
の

救
急
隊
支
援
出
動
）に
つ
い
て

【
Ｐ
Ａ
連
携
で
出
動
す
る
と
き
】

交
通
事
故
の
場
合
：
高
速
道
路
や
幹
線
道
路
な

ど
で
事
故
現
場
の
安
全
を
確
保
す
る
た
め
に
出

動
し
ま
す
。

け
が
や
病
気
の
場
合
：
狭
い
場
所
や
ホ
テ
ル
な

ど
の
高
い
階
で
傷
病
者
の
搬
出
が
困
難
な
時
に

出
動
し
ま
す
。

そ
の
他
：
救
急
車
が
別
の
場
所
へ
出
動
中
で
、

す
ぐ
に
現
場
に
到
着
で
き
な
い
と
き
な
ど
に
消

防
車
で
出
動
し
て
、
救
急
車
が
到
着
す
る
ま
で

の
間
に
応
急
手
当
等
を
行
い
ま
す
。

サ
イ
レ
ン
：
消
防
車
の
サ
イ
レ
ン
で
、
鐘
の
音

が
鳴
る
の
は
、
火
災
出
動
の
時
だ
け
で
す
。

・・・・

①
部
屋
の
温
度
を
こ
ま
め
に
チ
ェッ
ク

②
室
温
28
℃
を
超
え
な
い
よ
う
に
エ
ア
コ
ン
や
扇
風
機
を
上
手
に
使
う

③
の
ど
が
渇
か
な
く
て
も
こ
ま
め
に
水
分
補
給
を
す
る

④
外
出
の
際
は
体
を
し
め
つ
け
な
い
服
装
で
、日
よ
け
対
策
も
す
る

⑤
無
理
を
せ
ず
、適
度
に
休
憩
を
と
る

⑥
日
頃
か
ら
栄
養
バ
ラ
ン
ス
の
良
い
食
事
と
体
力
作
り
を
心
が
け
る

も
ろ
だ

は
る
か

　４月28日、群馬県前橋市で第40
回全国消防長会関東支部消防職員意
見発表会が開催され、群馬県大会優
秀賞の渋川広域消防本部・木暮亜由
美消防副士長が開催地代表として出
場し優良賞を受賞しました。
　木暮消防副士長は入職６年目、消
防行政に携わる輝く一人の女性とし
て、後輩から目標とされる存在で、
意見発表では、防災ネットワークの
構築を熱く訴えました。
  消防職員意見発表会は、業務に対
する提言や取り組むべき課題等につ
いて発表し、消防業務の一層の知識
の研鑽や意識の高揚を図ることを目
的として開催されています。

けんさん こうよう

そ
せ
い

　
相
馬
原
飛
行
場
周
辺
地
域
の
生
活

環
境
の
整
備
に
つ
い
て
、
公
共
事
業

の
助
成
を
す
る
こ
と
に
よ
り
、
住
民

の
生
活
の
安
定
及
び
福
祉
の
向
上
に

寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
補
助

事
業
で
す
。

相
馬
原
飛
行
場
周
辺
消
防

施
設
設
置
助
成
事
業（
防
衛

省
補
助
）と
は

のポイント

こ
う
よ
う

５ ４
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に
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予
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方
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を、毎年６月上旬から実施してい
ます。消火栓の調査実施時、バル
ブを開放する事があり住宅の水道
水に濁りが生じる場合があります
が少しの間、水を出し続けること
により濁りは解消されますのでご
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防行政に携わる輝く一人の女性とし
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の研鑽や意識の高揚を図ることを目
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夜間急患診療所

PP
（主）

線
川
渋・
崎
高

至沼田

渋川市役所
至高崎

駅
川
渋

渋川市
社会福祉センター

保
香
伊
至

市役所正面入口 市役所通り 熊野東

vol.84広域だより

組
合
の
財
政
事
情

歳 

入

●分担金及び負担金…組合を組織する渋川市、吉岡町、
　　　　　　　　　　榛東村が負担するお金
●使用料及び手数料…事業所等から出される一般廃棄物の
　　　　　　　　　　ごみ処理手数料など
●国支出金…国から交付されるお金
●県支出金…県から交付されるお金

●財産収入…土地貸付料、送電線線下補償料、基金利子
●寄附金…寄附としておくられたお金
●繰入金…積み立てていた基金から繰り入れるお金
●繰越金…前年度から繰り越されるお金
●諸収入…預金利子や雑収入など
●組合債…国や金融機関などから借り入れるお金

歳 

出

●議会費…議会運営に使われるお金
●総務費…一般管理やふるさと市町村圏事業などに使われるお金
●衛生費…夜間急患診療所や火葬場・斎場、ごみ処理・
　　　　　し尿処理の施設に使われるお金

●労働費…職業訓練センターに使われるお金
●消防費…消防救急に使われるお金
●教育費…広域圏運動場に使われるお金
●公債費…借入金の返済に使われるお金

一般会計当初予算区分の説明

　渋
川
地
区
広
域
市
町
村
圏
が一体
と
な
っ
た
魅
力
あ
る
ふ

る
さ
と
づ
く
り
を
行
う
た
め
の
事
業
で
す
。グ
リ
ー
ン
フ
ラ

ワ
ー
事
業
、広
域
イ
ベ
ン
ト
助
成
事
業
、広
報
事
業
な
ど
を
実

施
し
、圏
域
住
民
へ
の
サ
ー
ビ
ス
向
上
を
め
ざ
し
ま
す
。

●
ふ
る
さ
と
市
町
村
圏
事
業

　本
年
度
も
昨
年
度
に
引
き
続
き
、す
べ
て
の
祝
日（
年
末
年

始
及
び
土・日
曜
日
を
除
く
）の
ご
み
受
入
を
実
施
し
、圏
域

住
民
へ
の
サ
ー
ビ
ス
向
上
に
努
め
ま
す
。ま
た
、容
器
包
装
リ

サ
イ
ク
ル
法
に
基
づ
く
、び
ん
類
及
び
ペッ
ト
ボ
ト
ル
の
リ
サ

イ
ク
ル
に
努
め
、ご
み
処
理
事
業
の
充
実
を
図
り
ま
す
。

●
ご
み
処
理
事
業

　近
年
の
救
急
業
務
の
出
場
の
増
加
及
び
高
度
化
に
対
応

す
る
た
め
、計
画
的
な
救
急
救
命
士
の
養
成
を
行
い
ま
す
。ま

た
、消
防
力
の
維
持・充
実・強
化
を
図
る
た
め
化
学
車
の
更

新
及
び
は
し
ご
車
の
分
解
整
備
を
行
い
ま
す
。

●
消
防
救
急
事
業

　圏
域
住
民
の
常
時
診
療
体
制
を
確
立
す
る
た
め
、在
宅
当

番
医
制
、歯
科
在
宅
当
番
医
制
、病
院
群
輪
番
制
及
び
夜
間

急
患
診
療
業
務
を
引
き
続
き
実
施
し
ま
す
。

●
救
急
医
療
事
業

　環
境
に
配
慮
し
た
施
設
の
適
正
な
運
営
及
び
維
持
管
理

を
行
い
ま
す
。

●
し
尿
処
理
事
業

　圏
域
住
民
の
健
全
な
リ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
の
場
と
し
て
利

用
さ
れ
る
、広
域
圏
プ
ー
ル
な
ど
の
運
動
施
設
の
維
持
管
理

に
努
め
ま
す
。

●
教
育
関
係
事
業

　「渋
川
広
域
斎
場
し
ら
ゆ
り
聖
苑
」で
は
、さ
ら
な
る
住
民

サ
ー
ビ
ス
の
向
上
を
目
指
し
て
、平
成
26
年
度
よ
り
指
定
管

理
者
制
度
を
導
入
し
て
い
ま
す
。

●
火
葬
場・斎
場
事
業

借入金の残高 26億4,672万円
組合の借入金について
（平成29年3月31日現在）

※小人とは小・中学生　※未就学児は無料

渋川地区広域圏
プール開場について

国道353号線

JR吾妻線

吾妻川

金島駅

環境クリーン
センター

広域圏プール

下川島

北群馬橋

下川島

　夜間急患診療所は、渋川市社会
福祉センター（渋川ほっとプラザ）の
１階にあります。夜間の急な発病や、
けがをした時にご利用ください。

夜間急患診療所を
ご利用ください情報公開･

個人情報保護制度の
実施状況

 平成２８年度

８月１日（火）から８月２４日（木）です。
ぜひご利用ください。（天候等により閉場あり）

●開場期間

広域圏プール　渋川市川島７６番地
1２４－１８７５（開場期間中のみ）

●入場券は、プールで販売しています。

施 設 名 使用区分 午前10時から
午後０時30分

大　人 100円 100円

小　人 50円 50円

午後１時から
午後４時30分

25mプール
幼 児プール

午　前 午　後

●診療時間　毎日午後７時から午後１１時
●診療科目　初期診療：内科、小児科、外科
●住　　所　渋川市渋川１７６０番地１
●電話番号　1２３－８８９９

　広域組合が保有している行政情報につい
て、皆さんが公開を求める権利を保障し、行
政運営の公正性と透明性の向上を目的とし
た制度です。

【情報公開制度とは】

　平成２８年度中の情報公開の請求件数
は、３件でした。
　また、個人情報の開示請求件数は、２件で
した。

【実施状況】

　広域組合が保有する個人情報の取り扱
い方法を定め、皆さんの個人情報を保護しま
す。
　また、自分の情報開示などを求める権利を
保障し、開かれた広域行政の実現を図るた
めの制度です。

【個人情報保護制度とは】

平
成
29
年
度
当
初
予
算

平
成
29
年
度
主
要
事
業

火葬場・斎場施設　5,290万円
消防施設・車両　6億6,828万円

ごみ処理施設　19億2,554万円

歳
入

歳
出

  分担金及び負担金
  25億9,592万円
（86.2％）

  その他
国支出金
県支出金
財産収入
寄附金
繰入金
繰越金
諸収入

  9,139万円
（3.0％）

  その他
議会費
労働費
教育費
予備費

  1,376万円
（0.5％）

  消防費
  14億4,725万円
（48.0％）

  使用料及び手数料
  ２億1,573万円
（7.2％）

  組合債
  1億800万円
（3.6％）   衛生費

  11億447万円
（36.7％）

  公債費
  2億8,628万円
（9.5％）

  総務費
  1億5,928万円
（5.3％）

　
一
般
会
計
予
算
額
は
30
億
１
，１
０
４
万
円
で
、前
年
度
比
較

で
は
、４
，０
０
９
万
円
の
減
と
な
り
ま
し
た
。

　
減
額
の
主
な
理
由
は
、消
防
費
で
通
信
指
令
棟
改
修
工
事

の
減
に
よ
る
も
の
で
す
。

30億1,104万円平成29年度一般会計予算
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夜間急患診療所

PP
（主）

線
川
渋・
崎
高

至沼田

渋川市役所
至高崎

駅
川
渋

渋川市
社会福祉センター

保
香
伊
至

市役所正面入口 市役所通り 熊野東

vol.84広域だより

組
合
の
財
政
事
情

歳 

入

●分担金及び負担金…組合を組織する渋川市、吉岡町、
　　　　　　　　　　榛東村が負担するお金
●使用料及び手数料…事業所等から出される一般廃棄物の
　　　　　　　　　　ごみ処理手数料など
●国支出金…国から交付されるお金
●県支出金…県から交付されるお金

●財産収入…土地貸付料、送電線線下補償料、基金利子
●寄附金…寄附としておくられたお金
●繰入金…積み立てていた基金から繰り入れるお金
●繰越金…前年度から繰り越されるお金
●諸収入…預金利子や雑収入など
●組合債…国や金融機関などから借り入れるお金

歳 

出

●議会費…議会運営に使われるお金
●総務費…一般管理やふるさと市町村圏事業などに使われるお金
●衛生費…夜間急患診療所や火葬場・斎場、ごみ処理・
　　　　　し尿処理の施設に使われるお金

●労働費…職業訓練センターに使われるお金
●消防費…消防救急に使われるお金
●教育費…広域圏運動場に使われるお金
●公債費…借入金の返済に使われるお金

一般会計当初予算区分の説明

　渋
川
地
区
広
域
市
町
村
圏
が一体
と
な
っ
た
魅
力
あ
る
ふ

る
さ
と
づ
く
り
を
行
う
た
め
の
事
業
で
す
。グ
リ
ー
ン
フ
ラ

ワ
ー
事
業
、広
域
イ
ベ
ン
ト
助
成
事
業
、広
報
事
業
な
ど
を
実

施
し
、圏
域
住
民
へ
の
サ
ー
ビ
ス
向
上
を
め
ざ
し
ま
す
。

●
ふ
る
さ
と
市
町
村
圏
事
業

　本
年
度
も
昨
年
度
に
引
き
続
き
、す
べ
て
の
祝
日（
年
末
年

始
及
び
土・日
曜
日
を
除
く
）の
ご
み
受
入
を
実
施
し
、圏
域

住
民
へ
の
サ
ー
ビ
ス
向
上
に
努
め
ま
す
。ま
た
、容
器
包
装
リ

サ
イ
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ル
法
に
基
づ
く
、び
ん
類
及
び
ペッ
ト
ボ
ト
ル
の
リ
サ

イ
ク
ル
に
努
め
、ご
み
処
理
事
業
の
充
実
を
図
り
ま
す
。

●
ご
み
処
理
事
業

　近
年
の
救
急
業
務
の
出
場
の
増
加
及
び
高
度
化
に
対
応

す
る
た
め
、計
画
的
な
救
急
救
命
士
の
養
成
を
行
い
ま
す
。ま

た
、消
防
力
の
維
持・充
実・強
化
を
図
る
た
め
化
学
車
の
更

新
及
び
は
し
ご
車
の
分
解
整
備
を
行
い
ま
す
。

●
消
防
救
急
事
業

　圏
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住
民
の
常
時
診
療
体
制
を
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る
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、在
宅
当
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医
制
、歯
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番
医
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院
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及
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業
務
を
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続
き
実
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し
ま
す
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●
救
急
医
療
事
業

　環
境
に
配
慮
し
た
施
設
の
適
正
な
運
営
及
び
維
持
管
理

を
行
い
ま
す
。

●
し
尿
処
理
事
業

　圏
域
住
民
の
健
全
な
リ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
の
場
と
し
て
利

用
さ
れ
る
、広
域
圏
プ
ー
ル
な
ど
の
運
動
施
設
の
維
持
管
理

に
努
め
ま
す
。

●
教
育
関
係
事
業

　「渋
川
広
域
斎
場
し
ら
ゆ
り
聖
苑
」で
は
、さ
ら
な
る
住
民

サ
ー
ビ
ス
の
向
上
を
目
指
し
て
、平
成
26
年
度
よ
り
指
定
管

理
者
制
度
を
導
入
し
て
い
ま
す
。

●
火
葬
場・斎
場
事
業

借入金の残高 26億4,672万円
組合の借入金について
（平成29年3月31日現在）

※小人とは小・中学生　※未就学児は無料

渋川地区広域圏
プール開場について

国道353号線

JR吾妻線

吾妻川

金島駅

環境クリーン
センター

広域圏プール

下川島

北群馬橋

下川島

　夜間急患診療所は、渋川市社会
福祉センター（渋川ほっとプラザ）の
１階にあります。夜間の急な発病や、
けがをした時にご利用ください。

夜間急患診療所を
ご利用ください情報公開･

個人情報保護制度の
実施状況

 平成２８年度

８月１日（火）から８月２４日（木）です。
ぜひご利用ください。（天候等により閉場あり）

●開場期間

広域圏プール　渋川市川島７６番地
1２４－１８７５（開場期間中のみ）

●入場券は、プールで販売しています。

施 設 名 使用区分 午前10時から
午後０時30分

大　人 100円 100円

小　人 50円 50円

午後１時から
午後４時30分

25mプール
幼 児プール

午　前 午　後

●診療時間　毎日午後７時から午後１１時
●診療科目　初期診療：内科、小児科、外科
●住　　所　渋川市渋川１７６０番地１
●電話番号　1２３－８８９９

　広域組合が保有している行政情報につい
て、皆さんが公開を求める権利を保障し、行
政運営の公正性と透明性の向上を目的とし
た制度です。

【情報公開制度とは】

　平成２８年度中の情報公開の請求件数
は、３件でした。
　また、個人情報の開示請求件数は、２件で
した。

【実施状況】

　広域組合が保有する個人情報の取り扱
い方法を定め、皆さんの個人情報を保護しま
す。
　また、自分の情報開示などを求める権利を
保障し、開かれた広域行政の実現を図るた
めの制度です。

【個人情報保護制度とは】

平
成
29
年
度
当
初
予
算

平
成
29
年
度
主
要
事
業

火葬場・斎場施設　5,290万円
消防施設・車両　6億6,828万円

ごみ処理施設　19億2,554万円

歳
入

歳
出

  分担金及び負担金
  25億9,592万円
（86.2％）

  その他
国支出金
県支出金
財産収入
寄附金
繰入金
繰越金
諸収入

  9,139万円
（3.0％）

  その他
議会費
労働費
教育費
予備費

  1,376万円
（0.5％）

  消防費
  14億4,725万円
（48.0％）

  使用料及び手数料
  ２億1,573万円
（7.2％）

  組合債
  1億800万円
（3.6％）   衛生費

  11億447万円
（36.7％）

  公債費
  2億8,628万円
（9.5％）

  総務費
  1億5,928万円
（5.3％）

　
一
般
会
計
予
算
額
は
30
億
１
，１
０
４
万
円
で
、前
年
度
比
較

で
は
、４
，０
０
９
万
円
の
減
と
な
り
ま
し
た
。

　
減
額
の
主
な
理
由
は
、消
防
費
で
通
信
指
令
棟
改
修
工
事

の
減
に
よ
る
も
の
で
す
。

30億1,104万円平成29年度一般会計予算
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消防団員対象の普通救命講習会の様子

発行：渋川地区広域市町村圏振興整備組合  総務課
構成市町村：渋川市・吉岡町・榛東村

2017.6.15
vol.84広域だより 　渋川地区広域市町村圏振興整備組合では、平成２９年度職員採用試験を次のとおり予定しています。

　なお、受験資格、試験日程、試験方法などの詳細につきましては、７月以降に組合ホームページ
（http://www.sknet.or.jp/）及び各市町村広報紙で、お知らせします。

　渋川広域圏の各市町村では、消防団への入団者を
募集しています。 
　消防団は、自分の職業や学業を持ちながら、平常時
には地域の防火・防災の担い手として、また、災害発生
時には、消火・警戒などの消防活動を行い、地域の防災
リーダーとしての役割を担っています。平成２９年４月１
日現在、８６８名が消防団員として活躍しています。

　渋川広域管内の火災発生状況を知りたいときは、火
災テレフォンサービス☎0180-99-2226へおかけ
ください。

　渋川広域消防本部では、心肺蘇生、自動体外式除細
動器（ＡＥＤ）の使用方法などを学ぶ救命講習会を次の
とおり開催します。受講される方は、当日動きやすい服
装でお越しください。

INFORMATION

　　　
発行：渋川地区広域市町村圏振興整備組合　総務課

〒377-0007　渋川市石原 1434‒1（☎0279-60-5200) 【再生紙を使用しています】

平成29年度 渋川地区広域市町村圏振興整備組合
 職員採用試験のお知らせ

地域の皆さんの力が必要です

火災テレフォンサービスについて

普通救命講習会を開催

◆職種
◆募集人員

◆申込期間(予定)
◆試験日程(予定）

◆採用時期

一般行政職及び消防職
一般行政職（技術職を含む）　若干人
消防職（救急救命士有資格者を含む） ５人程度
平成29年８月上旬から
第１次試験　平成29年９月中旬
第２次試験　平成29年10月中旬
平成30年４月１日

●問い合わせ先
　渋川地区広域市町村圏振興整備組合
　事務局　　総務課　☎６０－５２００(直通)
　消防本部　総務課　☎２５－４１９１(直通)
※各市町村広報紙への掲載予定は
　渋川市　７月１５日号
　吉岡町　７月号
　榛東村　７月号

：平成29年9月9日（土）
  午前９時～12時
：渋川広域消防本部　２階会議室
  （渋川市渋川１８１５―５１）
：無料
：30名 ※定員に達し次第、締め切りとなります。
：渋川広域圏内在住、在勤、在学の方
：平成29年８月1日（火）～25日（金）
  （午前９時～午後５時）

●

●

●
●
●
●

実 施 日

場 所

受 講 料
定 員
対 象 者
申込期間

●申込み・問い合わせ先
　渋川広域消防本部　警防課　
　☎２５ー４１９２（直通）

救助工作車ってなに？
　５月９日、渋川北小学校４年生67名が社会科見学の一環とし
て消防署を訪れました。児童たちは身近で見る救助工作車に
興味津々で、職員の説明を熱心に聞いたあと質問をしたり、実
際に資機材に触れたりしました。
　なお、救助工作車の関連記事はP.4に掲載しています。

目次（主な内容）
・清掃センターからのお願い・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・2
・消防本部からのお知らせ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・４
・組合の財政事情・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・６
・プール開場について・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・７
・インフォメーション・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・８

～消防団員募集中～

　広域圏内に居住、勤務又は在学している１８歳以上
の人ならば、男性でも女性でも入団できます。

◯入団資格

渋川市消防団
渋川市役所　防災安全課　122-2130

吉岡町消防団
吉岡町役場　町民生活課生活環境室  154-3111 

榛東村消防団
榛東村役場　総務課  154-2211 

◯入団を希望される方の問い合わせ先


